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通告 
順序 

議席 
番号 質 問 者 

１ ４ 前 崎   茂 

２ １ 松 田 健 司 

３ １０ 小 田 雅 二 

４ １１ 旗 手 恵 子 

 



通告順序１ 質問者：前 崎   茂  

 

１．人口透析治療の早期施設整備について  

   

国保病院における人口透析治療の施設整備について、数次にわたり一般

質問で取り上げてきた経緯がある。 

今回、広尾町国民健康保険病院第２期中期目標の中で、「地域医療の維

持」として「中期目標の期間中に人口透析の治療体制を構築すること」と

計画目標が明記された。 

現在大樹町や帯広市の医療機関で約２５人の方が人口透析治療を受けて

いるが、以前から当町での治療を強く要望していた方から喜びの声が届い

ている。 

中期目標は令和５年度から８年度までの４年間で、最低でも供用開始は

令和９年度となるが、一年でも早い施設整備をとの要望もある。 

町として中期目標の計画を受けて、早期の施設整備についてどのように

考えているか。また、増設（設置）場所や規模等についても併せて考えを

伺う。 

 

２．中古住宅購入に係る助成について 

住宅リフォ－ム工事及び新築住宅工事に係る助成について、以前から一

般質問で取り上げ、住宅リフォ－ム助成事業は平成２５年度から、新築住

宅の助成は令和３年度から実施している。 

中古住宅を購入し、その後リフォ－ムして居住されている住民の方は助

成対象となるが、事業者が改装した後に中古住宅として購入した場合は、

助成対象とはならない。 

過般の議会報告会で、このような中古住宅の購入に際しても助成すべき

ではとの町民からの要望があった。 

要綱の見直しをし、助成対象に加えるべきではないか。 

 



通告順序２ 質問者：松 田 健 司  

 

１．重層的支援体制整備事業における「ひきこもり支援」について 

 

令和元（２０１９）年の内閣府調査では、中高年のひきこもりが青年期

のひきこもり数を上回り、８０代の親が５０代の子供を支える「８０・  

５０問題」が浮き彫りになっている。また一方で、ひきこもり状態になっ

た年齢が全年齢層に大きな隔たりなく分布している事も明らかになって

いる。 

広尾町でも、ひきこもり出現率を１５歳以上の人口に当てはめると６０

人以上の潜在的なひきこもり人数がいると推測される。 

それらの問題解決に向け、本年度より重層的支援体制整備事業に本町も

参画し先進的な取組に着手し、成果を上げている所ではあるが、ひきこも

り支援との連携については、まだまだ様々な課題があると認識しており、

本町でのひきこもり支援について、現状での分析や取組、また課題等につ

いて伺う。 

 

２．町営キャンプ場の再開について 

 

令和４年第１回定例会での答弁において、今年度中に方向性を示し来年

度の当初予算に提案をし、再来年のオープンに向け取組を進めていきたい

との考えが示されたが、来年度の当初予算に上げるには現時点で何らかの

方向性が決まっていないと間に合わないと認識している。 

そこで、今年３月以降に行なわれた役場内の合意形成に向けた取組や議

論の内容、今後の見通しを町長に伺う。 

また、先日に行われた社会教育課主催のシーサイドパークキャンプ場に

ついてのワークショップで、町民から出された意見やアイデアを今後どの

ように活用していくのかを教育長に伺う。 



通告順序３ 質問者：小 田 雅 二  

 

１．ＩＴ技術の進化に伴う自治体としての対応は  

 

 ＧＰＳの位置情報の利用による認知症の行方不明者の発見、また上士幌

町が既に導入しているプレミアム商品券のスマホ等を利用してのモバイ

ル化など、各自治体におけるアプリの開発・利用が急速に広がりをみせて

いる。  

 広尾町としても、他町村に遅れることのない対応が迫られていると思う

が。 

 

２．コロナワクチン接種後遺症について 

 

これまでコロナワクチン接種後の突然の死亡については、報道されるこ

とが少なかったが、最近ではありのままに伝えられるようになった。 

また、国に対して１２名の原告団がコロナワクチン接種後死亡の被害を

訴え出た。この件については、薬害訴訟となる可能性もあり、町としての

対応は新しい段階に来ていると思うが町としての考えは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通告順序４ 質問者：旗 手 恵 子  

 

１．新型コロナウイルス感染拡大に対する支援体制について  

   

① ５歳以上、１２歳未満の接種対象者のうち２回目、３回目の接種率が 

 低いが、副反応を心配しているのでは。また、接種した人の副反応の実 

 態は。 

② 北海道では、医療機関への受診の集中を緩和するとし、６４歳以下の 

 症状のある人は、北海道陽性者登録センターに連絡するとしている。 

 その後、センターから抗原検査キットを送付されたものを自ら検査し、 

 その結果を報告するとなっているが、その間の時間はどの程度かかるの 

 か。 

  スマホやパソコンを持っていない人への情報提供など、丁寧な説明が 

 必要と思われるが。 

③ 今日、感染の急拡大で飲食店等の集客が減少し、売り上げも低水準と 

 なっている。現状では、時短要請や売り上げ減少に係る国の補填がない 

 中で、営業は大変と聞いている。 

  先の臨時会で、中小企業等の支援をするとしているが、今後の売り上 

 げ減少に係る支援はどのように考えているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 


